
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 農村基盤研究領域 資源評価担当 

津波被災農地の植生管理の必要性 

津波被災地では，すべての農地が復旧するまで数年以上かかることが予想されます。復旧を待つ
間の植生管理の必要性と農地の被災タイプごとの植生管理上の留意点を提案しました。 

津波被災地域の農地植生 

（宮城県名取市，亘理町，山元町で調査） 

 東北太平洋沖地震による津波の被災地では，被災
状況により，復旧工事の進捗が大幅に遅れ，不作
付け期間が長期化する農地も予想されます。 

 営農再開後の難防除雑草多発を防ぐため，不作付
け期間の適切かつ効果的な植生管理が必要です。 

研究のポイント 

仙台平野南部の被災地で2011年７月と12月に実施し
た調査から，以下の状況が把握されました。 

 ヘドロの堆積が１cm程度の水田では，降雨による
除塩が進行し，多くの草種が発生 

 土壌表面水のEC（電気伝導度：海水による塩分濃
度を指標）が高い水田ではコウキヤガラや イヌビエ
などの耐塩性雑草のみが繁茂 

 田面よりも比高が高い畦畔部では，植生の回復が
早く，畦畔から田面へ雑草が侵出 

耐塩性雑草コウキヤガラが繁茂した被災農地 

塩分濃度や地盤の沈降程度により，植生の回復程度が
異なるため，被災農地の効率的な植生管理には，蔓延
が予想される草種の予察や診断が必要です。 

被災農地の分類と植生管理上の留意点 

研究の背景 

被災農地の植生状況 

効果的な植生管理に向けた被災農地の分類 

畦畔から侵出する雑草 

ヘ

ド

ロ

堆

積

表

面

水

の

被

災

後

の

耕

耘

平

均

種

数

一

年

生

雑

草

率

%

多

年

生

雑

草

率

%

優

占

種

畦

畔

の

主

な

草

種

2cm

以上

n=4

2.5

-

6.5

なし 4 64 36
コウキヤガラ※，

イヌビエ※

コウキヤガラ※，

ギシギシ

1cm

程度

n=3

0.17

-

0.30

なし17 78 22
イヌビエ※，

シロザ ※

オニノゲシ，

ノボロギク，

メヒシバ，

シロツメクサ

な

し

n=2

未

計

測
あり 4 71 29 イヌビエ※

ハルジオン，

オニノゲシ，

シロツメクサ，

ヨシ※，

セイヨウタンポポ

下線は難防除雑草，※は耐塩性が高いとされる草種

EC

（mS

/cm）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

無

大 小 小 小 無

臨海部 沿岸部
やや内陸の

低地

津波遡上の

末端部

津波遡上河

川の氾濫部

コウキヤガラ

など

イヌビエ，

コウキヤガラ

イヌビエ，

ヨシなど

イヌビエ，

クログワイ

など

イヌビエ／

アレチウリ

など外来種

耐塩性雑草

の繁茂

ヘドロ除去後

の侵入雑草

左に加え，耐

塩性の低い

雑草の繁茂

左に加え，被

災前の問題

雑草の動向

河川敷由来

の外来種の

侵入

タイプ

堆積土砂

塩分濃度

地盤の沈降

想定農地

（水田）

想定される

難防除雑草

植生管理上

の留意点

2cm以上 2cm未満
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